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＜概要＞
Ｍａｘｗｅｌｌによる電磁気法則の発見以来、科学技術は飛躍的な

 
発展を遂げました。航空宇宙工学は本来、力学をベースとした最

 
先端ものづくり技術が応用されている分野でありますが、電磁気

 
現象とも密接に関連しています。本発表会では、推進、制御、通

 
信、材料、流体などの各分野で活躍される研究者の方々から、電

 
磁場利用という共通の観点からの最新の研究結果について話題

 
提供していただきます。近未来の宇宙工学技術やスペースデブリ

 
問題などについても展望していただく予定でございます。
講演題目は以下の通りです。

１．宇宙からの贈物：宇宙と地上の電磁浮遊
２．テザー技術の宇宙実験－宇宙実証とその将来－
３．スペースデブリとその回収技術
４．「環境」と「コミュニケーション」に活躍する「電波」
５．電気推進ロケット－電磁気とプラズマの宇宙推進への応用－
６．表面張力支配流れの電磁場制御とその解析手法
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